
宮崎県の年齢別人口構成についての概要 

 
宮崎県現住人口調査による令和７年10月１日現在の推計結果は次のとおりです。 
今回の公表値は、令和２年の国勢調査結果（不詳補完値による。）に基づき、県の推計値を算出してい

ます。 

１ 総人口 ··························· 1,017,134人 
・前年より13,227人減少 

２ 年齢３区分別人口 

(1) 年少人口（０～14歳） ·············· 124,871人 
・前年より4,241人減少 
・年少人口割合は、12.28％ 前年より0.25ポイント減少し、過去最低 

(2) 生産年齢人口（15～64歳） ·········· 542,849人 
・前年より7,643人減少 
・生産年齢人口割合は、53.37％ 前年より0.06ポイント減少し、過去最低 

(3) 老年人口（65歳以上） ·············· 349,414人 
・前年より1,343人減少 
・老年人口割合は、34.35％ 前年より0.31ポイント増加し、過去最高 

３ 市町村別年齢３区分別人口割合（グラフ）  



４ 市町村別年齢３区分別人口及び人口割合(表) 

注）宮崎県人口は、社会動態では県外のみを推計要素としているので、市町村の積み上げ人口には一致しない。 

  



５ 年齢３区分別人口の推移 

(1) 年齢３区分別人口割合の推移（大正９年～令和７年） 

注１）平成27年以前の人口割合は、各年国勢調査人口のうち年齢不詳を除いて算出している。 
 ２）令和２年以降の人口割合は、令和２年国勢調査人口（不詳補完値）による。 

(2) 年齢３区分別人口の推移（平成28年～令和７年） 

注１）令和２年は、国勢調査人口。それ以外の年は、直前の国勢調査結果に基づく県の推計値。 
 ２）令和元年以前の人口総数は年齢不詳を含むため、年齢３区分人口の合計とは一致しない場合がある。 
 ３）令和２年以降の人口は、令和２年国勢調査人口（不詳補完値）による。 

  



６ 年齢各歳別人口ピラミッド（令和７年10月１日現在） 

 


